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令和５年度第１回 

長沼町まち・ひと・しごと創生推進会議 

議事概要 
 

開催日時：令和 6年 3月 4日（月）13:30～14:30 

開催場所：長沼町役場３階会議室 

 

出席者：計 13名 

①委員：9名 

②事務局：4名 

 

会議開催に先立ち、創生推進会議委員へ町長から委嘱状の交付。 

委員紹介。半数以上の出席による会議成立の報告。 

 

次第 

１．開会 

２．挨拶 

３．議題 

（１）会長及び副会長の選出について 

（２）令和４年度における第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の取組状況等について 

（３）その他 

４．閉会 

 

１．開会 

〇事務局：（開会）  

２．挨拶 

〇町 長：（挨拶） 

３．議題 

（１）会長及び副会長の選出について 

〇委員の互選により、会長に酪農学園大学・押谷名誉教授、副会長に総合振興計画審議会・瀬川会長が選

出される。 

〇押谷会長：（挨拶） 

〇瀬川副会長：（挨拶） 

 

〇会 長：それでは議事を進めるが、議題に入る前に会議運営に関する事項について事務局から説明があ

るのでよろしくお願いしたい。 

〇事務局：創生推進会議の役割、会議の公開等について説明（資料説明）。 

〇会 長：ただいま説明の会議の公開等について、長沼町の指針に基づき原則公開とし、会議録について

も公表することとしたいが、ご意見等はないか。特になければそのように進めさせていただく。 
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（２）令和４年度における第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の取組状況等について 

〇会 長：それでは、事務局から説明をお願いする。 

〇事務局：第２期「長沼町まち・ひと・しごと総合戦略」の令和４年度の取組等について説明（資料説明）。 

〇会 長：ただいまの説明についてご質問ご意見等いただきたい。まず私からだが、KPIについて、いく

つかＣ評価があるが、多くの項目は、「学生の就職に向けた事業・イベントの回数」や「グリー

ン・ツーリズム受入数」など、人の動きが必要なものについて、説明にもあったようにコロナ

による影響も大きかったこともあるので、数値としてはＣにせざるを得ないとは思うが、下の

欄に注記としてコロナ禍の影響があった、ということを付記したほうが良いと思う。必ずしも

長沼町の責任によるものではないと思うので、注記することを検討いただきたい。 

〇会 長：皆さんからいかがか。 

〇鈴木委員：今回初めて出席させていただく。コロナ禍もあった中でＣ評価の項目もあるが、既に３年間

で KPIの数値目標を達成されている項目もあり、素晴らしい実績を残されていると思う。第２

期総合戦略の期間が令和６年度までであるが、今回いただいた委嘱期間が令和７年度までであ

るので、第３期戦略を６年度中に策定することになるのかと思う。４年度の実績をこの時期に

議題とすると、次年度の場合、新しく策定する戦略の検討時間が足りないのではないかと思う

ので、６年度には５年度の実績を早く把握し、第３期の策定を進めていくことが望ましいと思

う。 

〇会 長：事務局から今後のスケジュールを示していただければ。 

〇事務局：第２期は令和６年度で終了し、７年度からの第３期戦略は６年度中の策定が必要。今回の開催

はこの時期となったが、第３期策定に向けて６年度は早期に開催したいと考える。その中で５

年度の実績が取りまとまった段階で報告をしたい思うが、具体なスケジュールは未定である。

第２期策定時のスケジュールを参考にするほか、北海道の総合戦略も第２期が６年度までであ

り、北海道の次期戦略も勘案しながら策定も進めるので、動きを見ながら進めてまいりたい。 

〇会 長：６年度は第２期の取組検証と第３期策定が重なっていく。検証は早期に取りまとめるよう、調

整をお願いしたい。コロナ禍も明け、様々な動きがある中でタイトなスケジュールになるかと

思うが、よろしくお願いしたい。委員からご意見などをお願いしたい。 

〇柴田委員：農業の代表として検証結果を重く受け止めている。目標設定当時からするとコロナの影響を

受けていることは間違いないが、グリーン・ツーリズムに取組む方々、新規就農・農業後継す

る方々の期待値が示されているが、私たちの予想以上に深刻な状況で実績値として出ていると

改めて思った。策定当時はコロナも想定していなかっただろうし、大きく社会情勢が激変する

状況をしっかりと捉えながら目標値を達成していただくことも、次期は深刻な状況を受ける日

本の社会を長沼町においても意識した具体的なビジョンを示すタイミングに来ているんだろ

うと思う。そこで目標とするものは実効性のあるものとし、具体的なアクションを起こしてい

くことが必要だと感じた。 

〇会 長：コロナの影響ももちろん大きかったと思うが、農業分野については日本、北海道で普遍的な課

題である一つであると思う。農業を基幹産業としている長沼町であるので、しっかりとした計

画を策定し、実施していくことが重要であるので、柴田委員に積極的にご意見をいただいて次

期計画策定を進めていきたい。繰り返しとなるが長沼町にとっては農業が大事であり、そのこ

とを踏まえた中で具体策を講じていきたい思うので、皆さんのご協力をお願いしたい。 

〇小本委員：事務局の説明にあった北海道の総合戦略の状況は、令和６年度までの期間であるが昨年６月

頃から策定作業を進めており、本年５月以降に骨子を示し、その後、夏にかけて素案をお示し

する予定である。出生率の減少や北海道の人口も想定以上に減っていることが示されており、

そういったものが反映された戦略となると思う。道と市町村で立ち位置は違うが、方向性は近

いと思うので、参考にしていただく部分は参考にしていただければ。 

〇会 長：本年夏頃に北海道の素案が提示され、長沼町でも参考にさせていただくということでよろしく

お願いしたい。 
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〇坂本委員：岩見沢市に在住している。仕事柄、札幌中心に転々としており、前回も 15 年程前に岩見沢

に３年程いたが、長沼町は良い意味で面白いまちだと感じている。例えば観光にしても外から

人を呼び込むという意味で良いコンテンツをたくさん持っており、岩見沢以上に面白いまちだ

と常々感じている。ただ、そのコンテンツをどれくらい外部に発信ができているのか。もちろ

んこれまでも色々行ってきていると思うが、こういうコンテンツをさらにたくさんの方、町外

に限らず道外、全国的に広められるような取組を行っていただければ、さらに長沼町に人を呼

び込む、観光客だけではなく、移住定住という意味でも呼び込むことができるのではないかと

思っている。説明資料にタンチョウの話があったが、以前釧路で勤務しており、コロナ前だが

釧路ではタンチョウ観察だけでインバウンドがたくさんあった。札幌近郊でタンチョウが見ら

れることは非常に大きな財産だと思う。そういった良いコンテンツがたくさんある中で、それ

をどういう風に発信していくのかが重要である。私は紙の業界にいるが、これからはネットを

駆使してとなると思う。婚活事業の話も出ていたが、かつて流行した結婚相談所は下火になっ

ている一方で、婚活アプリは非常に会員数が増えている。ＰＲの方法は昔と変わってきている

ので、長沼町の良いところ、良いコンテンツを有機的に絡ませながらいかに情報発信していく

かということを考慮に入れて、第２期の最終年度、さらには第３期策定に向けて進めていただ

ければと感じた。 

〇副会長：タンチョウの話が出たが、先日、タンチョウスノーアートの取組を長沼小学校５年生が行った

ことが北海道新聞に掲載された。今年で４回目の取組であったが、今回画期的であったのは、

今まで鶴がロゴマークの JAL１社の協力で行っていたものが、今回は他の企業からも協力があ

り、タンチョウをひとつのシンボルとして色んな人との交流が増えてきたと感じている。私は

タンチョウガイドもしているが、中央バス企画のツアーが舞鶴遊水地で３月に２回行われる予

定である。タンチョウも住めるまちづくりをテーマに掲げられており、こういったところから

広がれば良いなと考えている。 

〇会 長：今のタンチョウの話題に限らず、長沼町は地理的にも地域資源にも恵まれた所でもあるし、廃

校跡地も活用されているとか、コンテンツもたくさんあると話もあった。長井委員は総合計画

委員としていかがか。 

〇長井委員：総合計画策定当時は、行政区長の代表として委員となった。資料にもあるが、長沼町は就職

先が少ないことが課題である。今だけではなく過去からでもあり、また他町村も同じ悩みでは

あるが、近年は農業も見直されてきたり、田舎暮らしも見直されてきたり、徐々に移住先とし

て長沼町は良い条件となってきている。グリーン・ツーリズムに関しても、コロナの関係で一

時的に減少したが、学校教育においても農業体験を行うことが今後とも根差されるところだと

思っている。まず住む方を多く、将来的に人口を増やせるような年代の方が住めるような環境

を整えて、就職は長沼に限らず、例えば苫小牧にしても１時間以内で通勤することも可能なの

で、まず住むことの良さを今以上にＰＲするのが良いと思う。 

〇会 長：長沼町は本当に恵まれた所だと思う。中川委員と城市委員におかれては、金融機関がぜひ地元

の企業が活性化する取組を進めていただきたいと思っているが、まず中川委員にお願いしたい。 

〇中川委員：信用金庫内の会議でも話題となるが、南空知の中でも長沼町は一番活気があり、面白いまち

だと私も思うし、勢いも圧倒的にあると思う。色んな要素はあるが、ここ数年であれば高規格

道路の延伸やボールパークもラピダスの話題もある。立地の面で恵まれ、都市部に近いにもか

かわらず、タンチョウも飛来するような自然景観を残している。このロケーションを活かさな

い手はないし、長沼町の良いところを残していきながら、外部環境の好転している波にどれだ

け乗っていけるかというところが、長沼町を生かしていく意味で一番良いと思っている。移住

者の方もだが、多種多様な商売の方がたくさんいるので、そのお手伝いは引き続きしていきた

い。こういったことを繰り返していけばこれまで以上に元気になっていくと思う。すごく波は

来ていると思う。 

〇会 長：城市委員はいかがか。 

〇城市委員：移住に関して、テレビなどでよく南幌町が取り上げられており、住宅建築に 200万円助成な
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どを行っている。場所や予算があっての前提はあるが、こういうこともアピールの一つと思う。

新さっぽろ方面に通勤している職員もおり、30分程度の通勤圏と思うので、手段と出し方がか

み合えば良い方向に行くのだと思う。また、企業版ふるさと納税については、金融機関で企業

を紹介することも行っている。企業から申出を受け寄附いただくことも一つだが、一定の手数

料はかかるが、寄附企業を紹介してもらう方法もあるので検討されても良いかと思う。 

〇会 長：皆さん主体的に取り組んでいただくことが、長沼町のためにつながるのでよろしくお願いした

い。資料でもあったが、江別市に４つの大学と１つの短期大学があり、長沼町も参加されてい

る学生地域定着推進広域連携協議会という活動もあるが、若者をはじめ人々が町の中を動くこ

とが地域の活性化につながっていくので、コロナが落ち着きを見せる中で、様々な活動を進め

ていただきたいと思う。課題はあると思うが、皆さんのご協力とご支援をいただきながら、長

沼町を引き立てていければと思う。 

〇会 長：他にはいかがか。先ほど北海道の戦略案が夏頃に示されるとの説明もあったので、示された段

階でお集まりいただき、令和５年度の評価も含め、次期戦略の検討も進めたいと思うのでよろ

しくお願いし、（２）について終了する。 

 

（３）その他 

〇会 長：その他について、事務局から説明があればお願いする。 

〇事務局：会議出席に伴う報酬等の支出について（口頭説明） 

 

 

４．閉会 

〇事務局：（閉会） 


